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廃止措置では工事進捗に応じて「放射性物質の閉じ込め」の要求対象や保持量が段階的に変化するため、
放射線リスクレベルに応じた重要度を設定し、リスクレベルに応じた対応や計画立案を合理的、かつ、効
果的に行う方法を検討した。 
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1. 緒言 

廃止措置では供用中の原子炉の運転とは異なり「放射性物質の閉じ込め」機能のみが要求される。この
機能の重要度は廃止措置工事の進捗に応じて要求対象や放射性物質の保持量に応じて段階的に変化する。
廃止措置工事の進捗状況に応じた放射線リスクの重要度を定めるとともに重要度ごとの安全確保対策を講
じた対応や計画立案を行うことで廃止措置を安全かつ合理的に実施できる方法を検討した。 

 

2. 検討 

2-1. 総インベントリ分類 

廃止措置時の放射線安全に対する潜在的なリスク
を把握するため、図 1 に示すとおり放射性物質保有機
器を対象に総インベントリにより分類した。図 2 に示
すとおり放射性物質保有機器のうち比較的多くの放
射性物質を保有する機器は炉内構造物、原子炉圧力容
器等を構成する機器であり、その割合は全体の約 16%
であった。 

 
 
 
 
 
 

2-2. 放出放射能量分類 

2-1.の機器に対して廃止措置活動(系統除染、安全貯
蔵、解体、廃棄物処理等)による何らかの行為(除染、
切断等)によって発生するハザードを抽出し、そのハ
ザードの結果生ずる放出放射能量を算定することで
放射線リスクの可否を確認した。炉内構造物、原子炉
圧力容器等を構成する機器のうち、放出放射能量の観
点から放射線リスクを要するものとしては僅かであ
った。 

 
 
 
 
 
 
 
 

2-3. 発生防止影響緩和対策 

放出放射能量の観点から放射線リスクを考慮すべきハザードに対して発生防止や影響緩和による安全確
保対策を検討し、放射線リスクの低減要否を確認する。また、その対策が確実に実施可能であることを発
生確率や故障確率の観点から評価する。 

3. 結論 

廃止措置時の放射線リスクに対する重要事象と非重要事象を分類するアプローチ方法、重要事象の安全
確保対策を明確化した結果、安全確保対策を施すべき重要事象は僅かであることを確認した。今後、放射
線リスクの観点から廃止措置活動(系統除染、安全貯蔵、解体、廃棄物処理等)を実施する期間に維持管理す
べき設備の重要度に応じた保全方法、設備仕様の緩和措置等の検討を行い廃止措置活動を安全かつ合理化
に実施できるようにする。 
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図 1 総インベントリ分類 

図 2 潜在的リスクを保有する機器の割合 
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